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＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社 （以下ＮＥＣと総称します。） の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、
業績等に関する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、ＮＥＣが証券取引所や関東財務局長等の規制当
局に提出する他の資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。ＮＥＣは、そのような開示
を行う場合、将来予想に関するセーフハーバー （safe-harbor） ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能
な仮定やデータ、方法に基づいていますが、そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、ＮＥＣは予想された
結果を実現できない場合があります。また、これら将来予想に関する記述は、あくまでＮＥＣの分析や予想を記述したもので
あって、将来の業績を保証するものではありません。このため、これらの記述を過度に信頼することは控えるようお願いしま
す。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々な要因により実際の結果とは大きく異なりうることをあ
らかじめご承知願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)ＮＥＣの事業領域を取り巻く国際経済・経済全般の情
勢、(2)市場におけるＮＥＣの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下落圧力、(3)激しい競争にさらさ
れた市場においてＮＥＣが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことができる能力、(4)ＮＥＣ
が中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)ＮＥＣの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、潜在的な
法的責任、(6)市場環境の変化に応じてＮＥＣが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート （特
に米ドルと円との為替レート） の変動、(8)ＮＥＣが保有する上場株式の減損をもたらす株価下落など、株式市場における
好ましくない状況や動向、(9)ＮＥＣに対する規制当局による措置や法的手続きによる影響等があります。将来予想に関す
る記述は、あくまでも公表日現在における予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響
を予測することは不可能であります。また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、ＮＥＣがこれら将来予想に関する
記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事業戦略を
遂行することにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が
必要となる場合は、証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、証券の募集または売出しを行うことは
できません。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２００７年度は２００８年３月期、２００８年度は２００９年３月期 （以下同様） を表しています。
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第１四半期 実績サマリー

（単位：億円）

０８年度 ０９年度

実績 実績

売 上 高 10,012 7,785 △ 22.3%

営 業 損 益 41 △ 400 △ 442
対売上高比率 （％） 0.4% -

経 常 損 益 71 △ 450 △ 521
対売上高比率 （％） 0.7% -

当 期 純 損 益 5 △ 338 △ 343
対売上高比率 （％） 0.0% -

１ 株 当 た り
当期純損益 （円）

0.21 △ 16.74 △ 16.95

フリーキャッシュフロー △ 20 △ 475 △ 454

前年
同期比

第１四半期

参考 ：第１四半期の売上平均為替レート （実績） １ドル＝９７.７９円、１ユーロ＝１２９.９６円

（０９年度の為替レート前提 １ドル＝９０円、１ユーロ＝１２０円）

第１四半期

▐ 売上高

景気悪化に伴う需要低迷の影響に

伴い、全てのセグメントで減収

▐ 営業損益

販売費および一般管理費の削減を

図ったものの、売上総利益が減少

▐ 経常損益

営業損益の悪化、持分法投資損失の

計上、為替差益の減少

▐ 当期純損益

経常損益の悪化に伴い減少

会社計画を上回り進捗会社計画を上回り進捗
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セグメント別 第１四半期実績サマリー

（単位：億円）

０８年度 ０９年度

実績 実績

売 上 高 1,836 1,697 △ 7.6%

営 業 損 益 △ 31 △ 1 30
営業利益率 （％） - -

売 上 高 626 391 △ 37.5%

営 業 損 益 125 △ 110 △ 235
営業利益率 （％） 20.0% -

売 上 高 2,187 1,750 △ 20.0%

営 業 損 益 5 △ 35 △ 40
営業利益率 （％） 0.2% -

売 上 高 598 572 △ 4.3%

営 業 損 益 △ 24 △ 4 20
営業利益率 （％） - -

売 上 高 2,353 1,950 △ 17.1%

営 業 利 益 59 87 28
営業利益率 （％） 2.5% 4.5%

売 上 高 2,037 1,222 △ 40.0%

営 業 損 益 △ 17 △ 276 △ 260
営業利益率 （％） - -

売 上 高 375 202 △ 46.1%

営 業 損 益 0 3 4
営業利益率 （％） - 1.7%

消去・配賦不能 営 業 損 益 △ 76 △ 65 11

売 上 高 10,012 7,785 △ 22.3%

営 業 損 益 41 △ 400 △ 442
営業利益率 （％） 0.4% -

そ の 他

合 計

ネ ッ ト ワ ー ク
シ ス テ ム

社 会 イ ン フ ラ

パ ー ソ ナ ル
ソ リ ュ ー シ ョ ン

エ レ ク ト ロ ン
デ バ イ ス

第１四半期

Ｉ Ｔ プ ロ ダ ク ト

Ｉ Ｔ サ ー ビ ス

前年
同期比

第１四半期
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セグメント別 第１四半期実績

売上高 営業損益

375 202

2,089 2,037

1,222

2,238 2,353

1,950

598

572

2,348
2,187

1,750

493 626

391

1,761 1,836

1,697

544

605

12

72 87

144

5

△ 32

125

5

△ 31
△ 110

△ 35

△ 24△ 15
△ 17

△ 276

△ 86
△ 76

△ 65

0 3
59

13

△ 1

△ 4

10,012
41

ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ

7,785

（億円）

△400

第１四半期

０８年度
１Ｑ

０９年度
１Ｑ

０７年度
１Ｑ

10,078

０８年度
１Ｑ

０９年度
１Ｑ

０７年度
１Ｑ

113

消去・
配賦不能

ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ
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売上高実績増減 （前年同期比）

０８年度１Ｑ

10,012

０９年度１Ｑ

7,785

（億円）

エレクトロンデバイス
△８１５ （△４０.０％）

ＩＴサービス △１３９ （△７.６％）

ＩＴプロダクト △２３５ （△３７.５％）

その他
△１７３

第１四半期

ネットワークシステム △４３６ （△２０.０％）

社会インフラ △２６
（△４.３％）

パーソナルソリューション
△４０３ （△１７.１％）



Page 10 © NEC Corporation 2009

営業損益実績増減 （前年同期比）

（億円）

０８年度１Ｑ

41 ０９年度１Ｑ

△400

第１四半期

エレクトロンデバイス
△２６０

ＩＴサービス ＋３０

ＩＴプロダクト
△２３５

その他 ＋４

ネットワークシステム
△４０

社会インフラ ＋２０

パーソナルソリューション
＋２８

消去・配賦不能
＋１１
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固定費削減の１Ｑ進捗状況

セグメント
１Ｑ削減額

（進捗率）

固定費削減額

（年間計画）

ＩＴサービス、ＩＴプロダクト、
ネットワークシステム、

社会インフラ

３０３億円

（２９％）

６１億円

（２０％）

３２２億円

（２７％）

４９億円

（２９％）

７３５億円

（２７％）

１,０５０億円

パーソナルソリューション ３００億円

エレクトロンデバイス １,１８０億円

その他 １７０億円

合 計 ２,７００億円

▐ 人件費等を中心に前年同期比 ７３５億円削減 （進捗率 ２７％）

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

費用項目
１Ｑ削減額

（進捗率）

固定費削減額

（年間計画）

人件費
２５２億円

（３５％）

２６１億円

（２１％）

７４億円

（２６％）

１４８億円

（３２％）

７３５億円

（２７％）

７２０億円

技術外注費

業務委託費
１,２４０億円

償却・リース等 ２８０億円

ＩＴ費用効率化、

販売費・宣伝費他
４６０億円

合 計 ２,７００億円

ＥＬ
９００

ＥＬ
２５０

第１四半期
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当期純損益実績増減 （前年同期比）

０８年度１Ｑ

5
０９年度１Ｑ

△338

営業損益悪化
△４４２

法人税・少数株主持分
＋１９５営業外損益悪化

△７９

特別損益悪化
△１７

（億円）

第１四半期

為替差損益 △４５
持分法投資損益 △３０

エレクトロンデバイス △２６０
ＩＴプロダクト △２３５



セグメント別の状況
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ＩＴサービス事業

０８年度 ０９年度

1,761
1,836

△７.６％

（億円）

前年
同期比

営業
損益

5 △1

▐ 売上高 １,６９７億円 （△７.６％）

ＳＩサービス ：

全般的な投資抑制の影響により減収

官公庁向けや流通業向けは堅調に推移

アウトソーシング／サポートサービス ：

市況悪化の影響により微減も

アウトソーシングは堅調

▐ 営業損益 △１億円 （＋３０億円）

減収によるインパクトをＳＩ革新活動や

固定費の削減などにより改善

第１四半期

０７年度

△31

1,697
＋４.３％

売上高



Page 15 © NEC Corporation 2009

ＩＴプロダクト事業

（億円） ▐ 売上高 ３９１億円 （△３７.５％）

ソフトウェア ：

メインフレーム系製品をはじめとした

売上減少

セキュリティ関連製品は堅調に推移

サーバ ：

メインフレームを中心に大幅な売上減少

その他 ：

周辺装置などの売上減少

専用ワークステーションは堅調

▐ 営業損益 △１１０億円 （△２３５億円）

前年にあったメインフレームの大型案件の

減少などにより大幅減益となるも

ほぼ想定どおり

第１四半期

０８年度
１Ｑ

０９年度
１Ｑ

０７年度
１Ｑ

493

626

△３７.５％

前年
同期比

営業
損益

△32 △110

125

391

＋２６.８％

売上高
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ネットワークシステム事業

（億円） ▐ 売上高 １,７５０億円 （△２０.０％）

キャリアネットワーク ：

国内モバイル・パソリンクへの通信事業

者の投資抑制、海外光通信システムの

市場縮小および円高の影響を受け減少

ＮＧＮ関連売上は堅調

企業ネットワーク ：

世界的金融危機による企業の投資削減

の影響を受け、国内外で減少

▐ 営業損益 △３５億円 （△４０億円）

固定費削減は順調に進捗するも、

売上高減少の影響により損益悪化

前年
同期比

第１四半期

０８年度
１Ｑ

０９年度
１Ｑ

０７年度
１Ｑ

2,348
2,187

△２０.０％

営業
損益

144

△355

1,750

△６.９％

売上高
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社会インフラ事業

▐ 売上高 ５７２億円 （△４.３％）

放送・制御 ：

民放の設備投資抑制により、

放送事業は減少

航空宇宙・防衛 ：

堅調に推移、前年並みを確保

▐ 営業損益 △４億円 （＋２０億円）

原価低減、販売費および一般管理費の

効率化により改善

（億円）

０８年度
１Ｑ

０９年度
１Ｑ

605 598

△４.３％

営業
損益

13 △4

０７年度
１Ｑ

△24

572
△１.１％

前年
同期比

第１四半期

売上高
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1,398 1,295

1,018

1,058

932

840

▐ 売上高 １,９５０億円 （△１７.１％）

パーソナルソリューション事業

モバイルターミナル ：

市場縮小の影響から売上減

ＰＣその他 ：

企業向けを中心とした売上減

▐ 営業利益 ８７億円 （＋２８億円）

固定費削減 （開発効率化、原価低減な

ど） による増益

△１１.９％

△２１.４％

（億円）

前年
同期比

０８年度
１Ｑ

０９年度
１Ｑ

０７年度
１Ｑ

2,238
2,353

△１７.１％

営業
利益

72

87

59

1,950
＋５.１％

第１四半期

モバイル
ターミナル

ＰＣ
その他

売上高
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＜ 携帯電話機／ＰＣ出荷台数推移 ＞

120
90

110

160 160

120 130
100

130

0

50

100

150

200

０７/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０８/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０９/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

55

72
59

81

62 64.5 62 61.5
50

0

20

40

60

80

100

０７/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０８/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ０９/１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

携帯電話機

国内パソコン

４８０万台 ５１０万台 ５００万台 （予想）

２６７万台 ２５０万台 ２５０万台 （予想）

（万台）

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在
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エレクトロンデバイス事業

▐ 売上高 １,２２２億円 （△４０.０％）

半導体 （ＮＥＣエレクトロニクス） ：

受注は回復基調にあり、想定を若干上

回るも各分野で大幅減収

電子部品その他 ：

選択と集中の推進により大幅減収

▐ 営業損益 △２７６億円 （△２６０億円）

半導体 （ＮＥＣエレクトロニクス） ：

大幅減収となるも固定費削減により、

ほぼ想定通りの実績

電子部品その他 ：

売上減の影響で減益となるも、

ほぼ想定どおりの実績
０８年度 ０９年度

2,089 2,037

△４０.０％

売上高
（億円）

前年
同期比

営業
損益

△15 △276

０７年度

△17

1,222

△２.５％

第１四半期
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＜ ＮＥＣエレクトロニクス 業績推移 ＞

０８年度

1,663 1,673

０９年度

17 △5

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

1,273

△162

１Ｑ

855

△533

売上高

営業
損益

※ ＮＥＣエレクトロニクスの公表値 （米国会計基準） で表記しています

（億円）

△209

1,020
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第１四半期総括 （まとめ）

▐ 第１四半期業績は、会社計画を上回り進捗

売上高は、パーソナルソリューション、ネットワークシステム、ＩＴサービ

スを中心に、全てのセグメントで計画比上振れ

営業損益は、パーソナルソリューション、ＩＴサービス、エレクトロンデバ

イスを中心に、ほぼ全てのセグメントで計画比上振れ

固定費を中心とした費用削減も着実な進捗

通期業績予想達成に向け、順調なスタート通期業績予想達成に向け、順調なスタート



Ⅱ．業績予想サマリー
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２００９年度 事業運営方針

収益構造改革と事業構造改革を同時に実現

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

営業利益１営業利益１,,０００億円、当期利益黒字化０００億円、当期利益黒字化

▐ 筋肉質の収益構造への転換
２７００億円の固定費削減

不採算事業の撲滅／黒字事業の収益力強化

▐ 成長に向けた事業構造の転換

事業ポートフォリオの見直しによるグループの事業の選択と集中の加速

次の成長フェーズに向けたビジネスイノベーションの布石
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上期・通期業績予想サマリー

（単位：億円）

０８年度 ０９年度 ０８年度 ０９年度

実績 予想 （注） 実績 予想 （注）

売 上 高 21,278 16,500 △ 22.5% 42,156 37,300 △ 11.5%

営 業 損 益 134 △ 400 △ 534 △ 62 1,000 1,062
対売上高比率 （％） 0.6% - - 2.7%

経 常 損 益 70 △ 620 △ 690 △ 932 600 1,532
対売上高比率 （％） 0.3% - - 1.6%

当 期 純 損 益 18 △ 500 △ 518 △ 2,966 100 3,066
対売上高比率 （％） 0.1% - - 0.3%

１ 株 当 た り
当期純損益 （円）

0.83 △ 24.71 △ 25.54 △ 146.64 4.94 151.58

フリーキャッシュフロー △ 596 △ 1,458 0 1,458

前年
同期比

前年度比

上期 通期

参考 ：０９年度の為替レート前提 １ドル＝９０円、１ユーロ＝１２０円

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在 （注 ： ５月１２日の前回予想から変更はありません）

予想
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セグメント別 上期・通期業績予想サマリー

（単位：億円）

０８年度 ０９年度 ０８年度 ０９年度

実績 予想 実績 予想

売 上 高 4,209 3,900 △ 7.3% 9,418 8,910 △ 5.4%

営 業 利 益 103 50 △ 53 560 500 △ 60
営業利益率 （％） 2.4% 1.3% 5.9% 5.6%

売 上 高 1,263 800 △ 36.7% 2,665 2,150 △ 19.3%

営 業 損 益 112 △ 90 △ 202 218 140 △ 78
営業利益率 （％） 8.8% - 8.2% 6.5%

売 上 高 4,949 3,900 △ 21.2% 10,018 8,700 △ 13.2%

営 業 利 益 147 130 △ 17 420 480 60
営業利益率 （％） 3.0% 3.3% 4.2% 5.5%

売 上 高 1,482 1,250 △ 15.7% 3,404 3,040 △ 10.7%

営 業 利 益 3 10 7 82 130 48
営業利益率 （％） 0.2% 0.8% 2.4% 4.3%

売 上 高 4,545 3,550 △ 21.9% 8,486 7,730 △ 8.9%

営 業 損 益 △ 15 10 25 △ 132 140 272
営業利益率 （％） - 0.3% - 1.8%

売 上 高 4,104 2,700 △ 34.2% 6,716 5,820 △ 13.3%

営 業 損 益 △ 6 △ 310 △ 304 △ 878 △ 50 828
営業利益率 （％） - - - -

売 上 高 727 400 △ 45.0% 1,448 950 △ 34.4%

営 業 利 益 5 10 5 58 30 △ 28
営業利益率 （％） 0.6% 2.5% 4.0% 3.2%

消去・配賦不能 営 業 損 益 △ 214 △ 210 4 △ 388 △ 370 18

売 上 高 21,278 16,500 △ 22.5% 42,156 37,300 △ 11.5%

営 業 損 益 134 △ 400 △ 534 △ 62 1,000 1,062
営業利益率 （％） 0.6% - - 2.7%

上期 通期

Ｉ Ｔ プ ロ ダ ク ト

Ｉ Ｔ サ ー ビ ス

前年
同期比

前年度比

そ の 他

合 計

ネ ッ ト ワ ー ク
シ ス テ ム

社 会 イ ン フ ラ

パ ー ソ ナ ル
ソ リ ュ ー シ ョ ン

エ レ ク ト ロ ン
デ バ イ ス

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

予想
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▐ 顧客は依然、投資抑制傾向にあり、厳しい事業環境が継続

▐ ＳＩ革新や費用削減を確実に実行し、収益構造改革を徹底

ＩＴサービス＋ＩＴプロダクトの状況

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想

業種 概況

流通・サービス
コスト削減に貢献する経営情報のリアルタイム管理、在庫管理の適正化等への投資
は堅調。蘭Ｃｅｎｔｒｉｃ社との協業等も活用しグローバル事業を拡大。ＲＦＩＤや電子マ
ネーを活用した新たなサービス提案を強化。

官庁
補正予算によりＩＴ投資は増加傾向。補正予算案件の着実な獲得に向けて提案活動
を強化。新たな指紋認証製品を発売するなど、バイオメトリクス関連ソリューションのグ
ローバル展開を推進。

公共・医療
税収減により地方自治体のＩＴ予算は縮小傾向にあるが、コスト削減につながる基幹
システム再構築等への需要は堅調。自治体向けＡＳＰ等サービス事業拡大に注力。

金融
金融機関の業況判断はやや改善されるも投資抑制傾向は継続。共同センタ型モデ
ルを中心にサービス事業を強化。

通信・メディア
通信・メディアともに投資抑制傾向が続き、投資先送り案件が散見。デジタルサイ
ネージなどの新領域や、グローバルキャリア向けクラウドビジネスに注力。

製造
投資は環境・コンプライアンス対応など必要不可欠な領域に限定。ＳＡＰとの協業を
軸にグローバル事業を強化。プラットフォームサービス 「ＲＩＡＣＵＢＥ」 などのサービス
提案にも注力。

売上高： 前年同期比 △１４.１％
営業損益： 前年同期比 △２５５億円
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ネットワークシステムの状況

▐ 国内外キャリア・企業のネットワーク投資抑制により減収

▐ 主に企業向けビジネスにおけるプロジェクト管理の強化や
費用削減施策の徹底などにより前年同期並みの利益を目指す

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

概況

ＮＧＮは堅調に推移するも、
大手キャリア以外の事業者への出荷減により減収を見込む

モバイル通信事業者の投資一巡に伴い、減収を見込む

光通信システムなどの減収を見込む。
海底ケーブルシステムは当上期の遂行案件が少なく減収を見込むが、
想定に対しては堅調に推移

基地局出荷の減少などにより減収を見込む
パソリンクは市場が厳しい中、出荷台数維持するも、投資抑制や
プライスダウンの影響などで減収を見込む

国内外で企業ネットワークシステムへの投資抑制が継続し、減収を見込む

キ
ャ
リ
ア
Ｎ
Ｗ

国内固定

国内移動

海外固定

海外移動

企業ＮＷ

円高インパクト
継続

売上高： 前年同期比 △２１.２％
営業利益： 前年同期比 △１７億円

上期予想
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パーソナルソリューションの状況

▐ モバイルターミナル

１Ｑ国内市場は厳しい状況が継続 （出荷台数：前年同期比８５％程度）

上期についても１Ｑと同程度の前年同期比減を見込む

市場は厳しいが、上期は期初計画どおりの出荷を目指す

▐ パソコン

１Ｑ国内市場は前年同期割れ （出荷台数：前年同期比９０％程度）

上期についても１Ｑと同程度の前年同期比減を見込む

企業市場は依然厳しい状況が継続するも

ネットブックなどで好調な個人市場を中心に

上期は期初計画どおりの出荷を目指す

Ｎ-０８Ａ
薄さ１３．９ｍｍ
Ｍｙ Ｅｌｅｇａｎｔ Ｓｌｉｍ ケータイ

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想

ＬａＶｉｅ Ｌ
・ ブルーレイディスクドライブ
・ フルＨＤ液晶ディスプレイ
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まとめ

▐ 筋肉質の収益構造への転換

▐ 成長に向けた事業構造の転換

ＮＥＣグループバリューの実践

２００９年度の業績予想を必達
次の成長フェーズに向けて事業の選択と集中を加速

ＮＥＣグループビジョン２０１７の追求ＮＥＣグループビジョン２０１７の追求







《参考》 業績予想 （補足）
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セグメント別 上期業績予想

売上高 営業損益

727 400

4,307 4,104
2,700

4,429 4,545

3,550

1,482

1,250

5,082 4,949

3,900

1,105 1,263

800

4,067 4,209

3,900

918

1,499

29

10

248

147 130

112

127

103

50

△ 42
△ 90△ 10

△ 310

△ 193 △ 214

△ 210

85
105

31

103
△ 15△ 6

21,278

134

（億円）

16,500 △400

上期予想

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ

０８年度 ０９年度
（予想）

０７年度

21,406

０８年度 ０９年度
（予想）

０７年度

消去・
配賦不能

274

ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ
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売上高 前年同期比増減

０８年度上期

21,278

０９年度上期
（予想）

16,500

（億円）

エレクトロンデバイス
△１,４０４ （△３４.２％）

ＩＴサービス △３０９ （△７.３％）

ＩＴプロダクト △４６３ （△３６.７％）

その他
△３２７

ネットワークシステム △１,０４９ （△２１.２％）

社会インフラ △２３２ （△１５.７％）

パーソナルソリューション
△９９５ （△２１.９％）

上期予想

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在
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営業損益 前年同期比増減

（億円）

０８年度上期

134
０９年度上期

（予想）

△400

エレクトロンデバイス
△３０４

ＩＴサービス △５３

ＩＴプロダクト △２０２

その他 ＋５

ネットワークシステム △１７

社会インフラ ＋７

パーソナルソリューション ＋２５

上期予想

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在
消去・配賦不能 ＋４
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当期純損益 前年同期比増減

０８年度上期

18

０９年度上期
（予想）

△500

営業損益悪化
△５３４

その他
＋１７２

営業外損益悪化
△１５６

（億円）

上期予想

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

エレクトロンデバイス △３０４
ＩＴプロダクト △２０２
ＩＴサービス △ ５３

為替差損益、持分法投資損益ほか 法人税・少数株主持分ほか



セグメント別の状況
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ＩＴサービス事業
予想

上期 通期 （億円）

前年
同期比

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

０８年度
上期

０９年度
上期 （予想）

4,067
4,209

△７.３％

売上高

営業
利益

127

50

０７年度
上期

103

3,900
＋３.５％

０８年度 ０９年度
（予想）

9,605 9,418

△５.４％

売上高

営業
利益

659

500

０７年度

560

8,910
△１.９％
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▐ 売上高 ３,９００億円 （△７.３％）

ＳＩサービス ：

全般的な投資抑制の影響により減収

官庁向け、公共・医療向けなどは堅調

アウトソーシング／サポートサービス：

市況悪化に伴う減収も、アウトソーシングで着実な売上確保を目指す

▐ 営業利益 ５０億円 （△５３億円）

減収に伴う減益を見込むものの、官庁向けなどで着実な改善

ＩＴサービス事業

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想
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ＩＴプロダクト事業

（億円）

前年
同期比

予想

上期 通期
売上高

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

０８年度
上期

０９年度
上期 （予想）

０７年度
上期

1,105

1,263

△３６.７％

営業
損益

△42 △90

112

800

＋１４.４％

売上高

０８年度 ０９年度
（予想）

０７年度

2,519
2,665

△１９.３％

営業
利益

81

140

218

2,150
＋５.８％
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▐ 売上高 ８００億円 （△３６.７％）

ソフトウェア ：

メインフレーム系製品をはじめとした売上減少

サーバ ：

メインフレームを中心に大幅な売上減少
シンクライアントやセキュリティ関連製品などでは増収を目指す

その他 ：

周辺装置などの売上減少
専用ワークステーションは堅調

▐ 営業損益 △９０億円 （△２０２億円）

前年にあったメインフレームの大型案件の減少などにより大幅減益

ＩＴプロダクト事業

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想
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ネットワークシステム事業

上期 通期 （億円）

前年
同期比

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

予想

売上高

０８年度
上期

０９年度
上期 （予想）

０７年度
上期

5,082
4,949

△２１.２％

営業
利益

248

130
147

3,900

△２.６％

売上高

０８年度 ０９年度
（予想）

０７年度

10,668
10,018

△１３.２％営業
利益

690

480
420

8,700
△６.１％
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▐ 売上高 ３,９００億円 （△２１.２％）

キャリアネットワーク ：

国内モバイル通信事業者の投資一巡、円高インパクトにより減収

パソリンクは市場が厳しい中、出荷台数維持するも、投資抑制やプライ
スダウンの影響などあり

海外光通信システムは市場縮小により減収

ＮＧＮ関連売上は堅調な推移を想定

企業ネットワーク ：

世界的金融危機の影響を受け、国内外で企業ネットワークシステムへの
投資抑制が継続し減収

▐ 営業利益 １３０億円 （△１７億円）

売上高は減少するも固定費の削減などにより前年並みの利益を目指す

ネットワークシステム事業

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想
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社会インフラ事業

売上高

予想

売上高

上期 通期 （億円）

前年
同期比

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

０８年度
上期

０９年度
上期 （予想）

1,499 1,482

△１５.７％

営業
損益

△10
10

０７年度
上期

3

1,250
△１.１％

０８年度 ０９年度
（予想）

3,655
3,404

△１０.７％

営業
利益

144
130

０７年度

82

3,040△６.９％
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▐ 売上高 １,２５０億円 （△１５.７％）

景気悪化、投資抑制および円高による売上減を見込む

放送・制御／航空宇宙・防衛 ：

補正予算案件獲得を目指す

▐ 営業利益 １０億円 （＋７億円）

原価低減および販売管理費削減により改善を見込む

海外ビジネスについては、収益性を最優先に、
利益率の高い案件の獲得を目指す

社会インフラ事業

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想



Page 47 © NEC Corporation 2009

2,925 2,733

2,100

1,812

1,450

1,504

5,905
5,005 4,780

3,481
2,950

3,403

パーソナルソリューション事業
予想

上期 通期

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

（億円）

前年
同期比

売上高

△２０.０％

△２３.２％

０８年度
上期

０９年度
上期 （予想）

０７年度
上期

4,429 4,545

△２１.９％

営業
損益

31

10
△15

3,550
＋２.６％

モバイル
ターミナル

ＰＣ
その他

売上高

△１５.３％

△４.５％

０８年度 ０９年度
（予想）

０７年度

9,308

8,486

△８.９％

営業
損益

176 140

△132

7,730△８.８％
モバイル
ターミナル

ＰＣ
その他
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▐ 売上高 ３,５５０億円 （△２１.９％）

モバイルターミナル ：

出荷台数減およびプロダクトミックス変化による売上減

ＰＣその他 ：

企業の設備投資減の影響大

▐ 営業損益 １０億円 （＋２５億円）

出荷台数減とプロダクトミックスの悪化が見込まれるものの、固定費削減
により黒字確保

パーソナルソリューション事業

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想
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エレクトロンデバイス事業
予想

上期 通期

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

（億円）

前年
同期比

０８年度
上期

０９年度
上期 （予想）

4,307
4,104

△３４.２％

売上高

営業
損益

29
△3１0

０７年度
上期

△6

2,700

△４.７％

０８年度 ０９年度
（予想）

8,600

6,716

△１３.３％

売上高

営業
損益

84

△50

０７年度

△878

5,820△２１.９％
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▐ 売上高 ２,７００億円 （△３４.２％）

半導体 ：

受注は回復基調にあるが厳しい事業環境が継続し、大幅減収を見込む

電子部品その他 ：

一部で所要増の兆しは見られるが、顧客の生産・在庫調整および設備
投資抑制は継続しており、大幅減収を見込む

▐ 営業損益 △３１０億円 （△３０４億円）

半導体 ：

売上減により大幅減益を見込むが、固定費削減の着実な実行により、
期初予想どおり推移する見通し

電子部品その他 ：

売上減により減益を見込むが、構造改革施策については計画どおりの
進捗を予定

エレクトロンデバイス事業

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

上期予想
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84
140
130

690

420

480

81

218

140

659

560
500

△ 132

△ 878

△ 413

△ 388

△ 370

147 3058

176

82

144

△ 50

セグメント別 通期業績予想

売上高 営業損益
（億円）

通期予想

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

1,448 950

8,600
6,716

5,820

9,308

8,486
7,730

3,404
3,040

10,668

10,018

8,700

2,519

2,665

2,150

9,605

9,418

8,910

1,817

3,655

42,156

△6237,300
1,000ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ

０８年度 ０９年度
（予想）

０７年度

46,172
1,568

０８年度 ０９年度
（予想）

０７年度

消去・
配賦不能

ＩＴサービス

パーソナル
ソリューション

エレクトロン
デバイス

その他

ＩＴプロダクト

ネットワーク
システム

社会インフラ
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売上高 前年度比増減

０８年度

42,156

０９年度
（予想）

37,300

（億円）

通期予想

エレクトロンデバイス
△８９６ （△１３.３％）

ＩＴサービス △５０８ （△５.４％）

ＩＴプロダクト △５１５ （△１９.３％）

その他
△４９８

ネットワークシステム △１,３１８ （△１３.２％）

社会インフラ △３６４ （△１０.７％）

パーソナルソリューション
△７５６ （△８.９％）

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在
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営業損益 前年度比増減

（億円）

０８年度

△62

０９年度
（予想）

1,000

通期予想

エレクトロンデバイス
＋８２８

ＩＴサービス △６０

ＩＴプロダクト △７８

ネットワークシステム ＋６０
社会インフラ ＋４８

パーソナル
ソリューション

＋２７２

その他 △２８

消去・配賦不能 ＋１８

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在
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当期純損益 前年度比増減

０８年度

△2,966

０９年度
（予想）

100

（億円）

エレクトロンデバイス ＋８２８
パーソナルソリューション ＋２７２

前年度に係争案件損失あり

営業損益増
＋１,０６２

その他
＋１,５３４

営業外損益改善
＋４７０

有価証券評価損減
事業構造改善費用減

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在

通期予想



Page 55 © NEC Corporation 2009

その他の経営指標

（単位：億円）

総 資 産 30,754 28,849 △ 1,904 33,974

純 資 産 7,856 7,598 △ 257 11,871

有 利 子 負 債 残 高 9,252 9,222 △ 29 7,852

自 己 資 本 6,417 6,237 △ 179 10,057

自己資本比率 （％） 20.9% 21.6% 0.7pt 29.6%

Ｄ/Ｅ レシ オ （ 倍） 1.44 1.48 △ 0.04pt 0.78

ネットＤ/Ｅレシオ （倍） 0.95 1.05 △ 0.10pt 0.43

０９/３末比 ０８/６末０９/６末０９/３末
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《参考》 設備投資額と主な費用の推移

※ 予想値は、２００９年７月３０日現在 （注 ： ５月１２日の前回予想から変更はありません）

（単位：億円・％）

０７年度 ０８年度 ０９年度

実績 実績 予想 （注）

設 備 投 資 額 1,226 1,031 △ 15.9% 1,000 △ 3.0%

減 価 償 却 費 1,478 1,336 △ 9.6% 1,100 △ 17.7%

研 究 開 発 費 3,522 3,465 △ 1.6% 2,800 △ 19.2%

前年度比 前年度比

（単位：億円・％）

０８年度
１Ｑ実績

前年
同期比

０９年度
１Ｑ実績

前年
同期比

研 究 開 発 費 862 - 718 △ 16.7%



《参考》 主な取り組みと成果
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通信事業者向けクラウドビジネスのグローバル展開

▐ テレフォニカのＳａａＳプロジェクトを受注

ＳａａＳ形式で企業や一般家庭に様々なアプリケーションソフト

ウェアを提供するための基盤を、ＮＥＣが構築・提供

テレフォニカは、中小企業向けＳａａＳビジネスとして、ＣＲＭ、資

産管理その他の業務アプリケーションを提供する予定であり、ア

プリケーションは順次拡大される予定

ＮＥＣとテレフォニカは今後、クラウドコンピューティングへの関心

の高まりとともに注目を集める、ＰａａＳ、ＤａａＳ等の様々なサー

ビス領域において協業を検討

ビジネスパートナービジネスパートナー （キャリアオペレータ）（キャリアオペレータ） のアセットにＮＥＣのＩＴ・ＮＷ融合のアセットにＮＥＣのＩＴ・ＮＷ融合

ソリューションを付加して新たなビジネスモデルとサービスを提供ソリューションを付加して新たなビジネスモデルとサービスを提供

※ ２００９年７月１３日発表

第１四半期



Page 59 © NEC Corporation 2009

グループの国内営業力強化

※ ２００９年７月６日発表

▐ 国内営業力の強化に向け、ソリューション事業体制を再編

東名阪の中堅市場向け営業機能を

ＮＥＣネクサソリューションズに統合

大手市場向け営業機能をＮＥＣに統合

東名阪以外の地域は、

グループ各社の営業機能をＮＥＣの各支社に統合

市場毎に営業機能を一元化、担当市場に最適な事業体制を構築市場毎に営業機能を一元化、担当市場に最適な事業体制を構築
（中堅市場でのソリューション事業において市場を上回る５％以上の伸びを目指す）（中堅市場でのソリューション事業において市場を上回る５％以上の伸びを目指す）

第１四半期
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「電子カルテ／地域医療連携ソリューション」 の販売開始 （7/13）

高性能かつ低価格を実現した新・指紋認証製品の発売－台湾・香港をはじめ、グローバル展開を本格化－ （7/7）

「信用金庫向け携帯営業支援システム」を発売、さわやか信用金庫では、渉外業務の生産性を約15％向上 （6/23）

高可用性クラスタソフトウェア新製品 「CLUSTERPRO X 2.1シリーズ」 の販売開始 （6/16）

高性能・高品質・高信頼性を実現したマルチレイヤスイッチ 「UNIVERGE IP8800/Sシリーズ」 新製品の発売 （6/16）

ワイヤレスアダプタ 「UNIVERGE WA1020」 の発売 （6/3）

PaaS型プラットフォームサービス 「BitGate TM」 の提供開始、世界初の 「RFIDマルチリーダライタ」 を製品化 （5/12）

小型無人飛行機による災害監視システムの販売を開始 （6/5）

シンクライアント・データセンタのグリーン統合管理を実現する 「大規模VM負荷予測・配置制御技術」 を開発 （5/7）

「UNIVERGE Sphericall」 の発売、ユニファイドコミュニケーション事業体制の強化 （4/27）

米国技術標準局 （NIST） の遺留指紋照合技術評価テストにおいて第1位の評価を獲得 （4/16）

NGNに対応した多地点間HDテレビ会議システムを出荷 （4/6）

WiMAX商用サービス開始にあわせて、Luiのラインアップを強化 （7/1）

スリムデザインワンセグケータイ 「SoftBank 930N」 を発売 （6/17）

モバイルWiMAX対応のPC接続用アダプタ 「AtermWM3200U」、「AtermWM3200C」 を発売 （6/8）

小型PC 「LaVie Light」 のラインアップを一新、SSDと大容量HDDの両方を搭載したモデル等を商品化 （6/2）

世界最軽量725gの軽量ボディと最薄部15.8mmの薄さを実現したビジネス向けモバイルノートパソコンを発売 （5/26）

8.1メガカメラとWi-Fi(R)を搭載したタッチパネルケータイ 「docomo PRIME series(TM) N-06A」 を発売 （5/19）

ブルーレイ/フルHD液晶搭載モデルを大幅に拡大した個人向けPCを発売 （4/14）

40Aクラスで世界最小レベルの自動車電装用大容量リレーEM1シリーズの発売 （7/1 NECトーキン）

システムLSIに適した微細化が容易な高速MRAM技術を開発 （6/17）

低解像度の映像や静止画像をフルハイビジョンで美しく表示する超解像システムLSIの発売 （5/25 NECエレクトロニクス）

コンシューマ機器間の超高速通信を実現する次世代インターフェース回路技術を開発 （4/2）

《参考》 主要な新製品・新ソリューション

（発表日）

第１四半期

VersaPro 
UltraLite タイプVS 

指紋認証ユニット
「PU900-10」

USB 型
RFID マルチリーダライタUNIVERGE

IP8800/S6604 
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《参考》 主要な広報発表

（発表日）

第１四半期

［受注/納入など］
通信事業者向けクラウドビジネスをグローバルに展開－テレフォニカのSaaSプロジェクトを受注－ （7/13）
トルコの大手通信事業者から超小型マイクロ波システム 「PASOLINK」 を受注 （6/29）
新型 「地球シミュレータシステム」 が世界最高の実行効率を達成 （6/4）
エプソンが、中国の液晶ディスプレイ生産拠点に技術情報管理システムを導入 （5/26）
UQコミュニケーションズのモバイルWiMAX基地局装置ベンダーに選定 （5/11）
ザ・ペニンシュラ上海から中国最大規模の無線LANネットワークシステムを受注 （4/30）
三菱東京UFJ銀行に、国内最大級の 「事務ナビゲーションシステム」 を納入 （4/3）
ベトナムの携帯電話事業者から無線通信システム 「PASOLINK NEO」 を受注 （4/2）

［新事業など］
日産自動車とNECグループの合弁会社、AESCが高性能リチウムイオン電池を試作開始 （7/16）
サービス要員1万人体制を確立、クラウド指向の新サービスを提供開始 （4/23）
デジタルサイネージソリューション事業強化に向けた新組織を設置 （4/22）
東欧地域における事業体制の強化－通信事業・放送事業を中心に営業活動を加速－ （4/13）

［提携・新会社設立・事業再編など］
組織体制移行に伴う事業セグメントの変更 （7/16）
NECグループの国内営業力の強化－ソリューション事業体制を再編－ （7/6）
NECとマイクロソフトがソリューション事業での協業を拡大、システムモデルベースのソリューションを開発 （7/2）
男子バレーボール部 （NECブルーロケッツ） 休部 （5/29）
文部科学省 「次世代スーパーコンピュータ・プロジェクト」 への参画形態の見直し （5/14）
日本電気株式会社によるNECトーキン株式会社の完全子会社化に関する株式交換契約締結 （5/8）
NECエレクトロニクスとルネサス テクノロジの事業統合に関する協議を開始 （4/27）
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